
１２８ 昭和時代 日本国憲法          

五大改革ふきあげろ！ 

５ろ労働組合の結成奨励 

 1945 労働組合法(労働組合の復活) 

  右派の 総同盟   

  左派の 産別会議 (日本共産党の影響) 

 1946 労働関係調整法(中央労働委員会) 

 1947 労働基準法(8時間労働制) 

  組長ドキドキ！ 

 さらに 労働省 新設(今の厚生労働省) 

 

戦後政党の再建 

･日本自由党… 鳩山一郎 。旧立憲政友会系 

･日本進歩党…旧民政党。三菱。のちの民主党。 

･日本社会党…戦前の無産政党がまとまる。 

･日本共産党…戦後に合法的な政党として再開。 

→戦後初の総選挙(大日本帝国憲法下)で自由党

が第一党に。 

ＧＨＱ、気に入らない鳩山を 公職追放  。 

→日本自由党の新しい総裁に 吉田茂   。 

 

＜ 第一次吉田茂 内閣＞(日本自由党) 

   憲法問題調査委員会  (幣原内閣) 

 ･委員長  松本烝治  国務大臣 

 ･松本案  

 ･天皇の統治権を認める不十分な内容。 

 ･1946.2   極東委員会 が活動開始。 

 

 ･1946.2 マッカーサー、急きょ政府に 

 ･マッカーサー草案を提示。 

  

 

 ･第 90回帝国議会で憲法改正草案を審議  

 ･1946.11.3 衆議院と 貴族院 可決 

    ↓公布期間半年を経て施行 

 ･1947.5.3 日本国憲法施行 

 ･総選挙で社会党が第 1 党となり総辞職。 

新憲法下初の総選挙で日本社会党第 1 党 

＜ 片山哲 内閣＞(日本社会党) 

･日本民主党(芦田均総裁)などと連立内閣。 

･1947.3  地方自治法  成立 

  

 

･1947.12 民法改正（新民法） 

  

 

･1947.12 刑法改正 

 

 

＜ 芦田均 内閣＞(日本民主党) 

･引き続き連立内閣で不安定。 

･  昭和電工事件 で引責辞任。 

 

 

→保守派の吉田茂が再び組閣。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1936年の天皇機関説事件で弾圧された美濃部

達吉は戦後、天皇機関説が復活すれば憲法改

正の必要はないと、日本国憲法に反対した。 

 


